
愛
媛
。
南

斎
院
土
居
北
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
愛
媛
県
松
山
市
南
斎
院
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
四
月
１

一
一
月
、
二
〇
〇

一
年
四

月
―
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑫
愛
嫁
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
山
下
隆

一
。
山
下
太
志

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
鎌
倉
時
代
―
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

遺
跡
は
松
山
平
野
南
西
部
を
流
れ
る
石
手
川
の
氾
濫
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
沖

積
平
野
の
微
高
地

（標
高
約

一

〇
ｍ
）
に
立
地
す
る
。
北
東
約

一
血
に
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の

建
立
と
考
え
ら
れ
る
県
下
最
古

の
本
造
建
造
物

の
本
堂

（国

榊
宝
）
を
も
ち
、
今
日
ま
で
周
辺

浜。

域
に
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

難

る
真
言
宗
豊
山
派
大
宝
寺
が
あ

′
Ｏ

。

調
査
に
よ
っ
て
、　
一
辺
五
〇
ｍ
の
区
画
溝
を
伴
う
方
形
居
館
を
中
心
に
、
柱

穴
や
井
戸

。
土
坑

・
墓
な
ど
の
遺
構
が
多
数
検
出
さ
れ
、
集
落
の
様
相
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
土
師
器

・
瓦
器

。
東
播
系
須
恵
器

・
備
前
焼
や
中
国
陶
磁
器
な

ど
、
年
代
検
討
が
可
能
な
遺
物
も
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。
方
形
居
館
の
外
側

か
ら
は
墓
が
検
出
さ
れ
、
土
師
器
杯
の
年
代
観
か
ら

一
六
世
紀
と
思
わ
れ
る
。

区
画
溝
も

一
三
世
紀
頃
か
ら

一
六
世
紀
末
頃
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
木
簡
は
、
居
館
南
面
の
区
画
溝
の
土
橋
付
近

ｃ
逗
物
が
集
中
し
て
い
た
地

占
こ
か
ら
五
点
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

ｒ囃
可
嗚
抹
正
態

観
正
天
王
院
…
□
正
十

一
年
　
　
一二
十
六

四
日
　
　
　
」

（］
∞
∞
）
×
∞
］
×
卜
〇
〇
Ｐ

②
　
。
□
法
秀
為

□
未
ノ
年
□
」

・
×
禄
十
二
年

二
□
敬
白
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞Ｐ／
中反
］
ｏぢ

（オ
ン
ア
ミ
リ
　
バ
ン
ベ
イ
ソ
ワ
カ
）

⑤
　

。
こ
Ｒ
く

イ
ロ
く

営
賛

「
（力
）
石
宣
（言

（や
ヽ
∞
）
×
∞
〇
×
⇔
ｏ
∞
Ｐ

④

　

□
者
妙
西
禅
尼
善

（
］
〇
］
）
×
］
∞
×
り
　
ｏ
∞
］
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団

　

「
＜
天
□
□
□
護

６

９

×

Ｃ

じ

×

伽

ｏ
ω
Φ

⑪
は
直
接
に
は
接
続
し
な
い
三
片
か
ら
な
り
、
頭
部
は
五
輪
塔
を
模
し
た
卒

碁
婆
で
あ
る
。
キ
ャ

（空
輪
）
。
力

（風
輪
）
。
ラ

（火
輪
）
と
梵
字
で
五
輪
を
記

し
た
あ
と
に
、
エ
ン
と
い
う
梵
字
が
続
く
。
エ
ン
は
間
魔
天
王
像

（仏
名
）
を

表
す
種
子
で
、
そ
れ
を
院
号
で
表
す
と
理
正
天
王
院
と
な
る
。
五
輪
十
種
子
十

院
号
は
真
言
宗
の
四
十
九
院
塔
婆
の
書
式
で
、
四
十
九
院
塔
婆
の
四
十
九
院
と

は

『弥
勒
経
』
に
説
か
れ
た
兜
率
天
内
院
の
宝
殿
を
意
味
す
る
。
故
人
の
兜
率

天
へ
の
往
生
を
祈
り
建
立
す
る
の
が
四
十
九
院
塔
婆
で
あ
る
。
「理
正
天
王

院
」
は
四
十
九
院
の
う
ち
三
六
番
目
の
も
の
で
あ
り
、
文
末
の

「三
十
六
」
と

合
致
す
る
。
「観
」
字
が
不
審
で
あ
る
が
、
四
三
番
目
が
薬
師
如
来
を

「理
観

薬
師
院
」
と
表
す
こ
と
と
関
係
す
る
か
。
年
号
は
墨
の
残
存
か
ら
天
正
で
あ
ろ

う
。
天
正

一
一
年
は

一
五
人
三
年
で
あ
る
。

②
も
碁
婆
で
あ
ろ
う
。
表
面
右
行
の
法
秀
は
人
名
か
。
年
号
は
、
字
の
残
り

具
合
と

一
二
年
と
い
う
年
数
か
ら
考
え
て
永
禄
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
永
禄

一

二
年

（
一
五
六
九
）
の
干
支
は
己
巳
で
、
未
年
で
は
な
い
。

９
も
塔
婆
で
あ
ろ
う
。
上
下
と
も
に
欠
損
し
て
い
る
。
墨
書
の
遺
存
状
態
は

悪
い
。
表
面
に
は
梵
字
が
連
ね
ら
れ
て
い
る
が
意
味
は
判
然
と
し
な
い
。
裏
面

に
も
全
面
に
墨
書
が
施
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
ず
か
に
下
端
部
が
判

読
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

④
は
上
下
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
下
端
に
は
穿
孔
が
あ
る
。
墨
は
残

っ

て
な
い
が
、
盛
り
上
が
り
か
ら
妙
西

（法
名
）
禅
尼

（位
号
）
と
判
読
で
き
、

女
性
を
供
養
し
た
塔
婆
で
あ
る
。
裏
面
に
は
削
ら
れ
た
痕
跡
が
残
る
。

①
は
右
端
と
下
部
が
折
損
し
て
い
る
が
、
左
側
上
端
に
切
り
込
み
を
持
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
荷
札
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
高
野
山
大
学
乾
仁
志
氏
に
実
見
い
た
だ
き
、
四
十
九
院
塔
婆
が
遺
跡

よ
り
出
土
し
た
の
は
初
例
で
は
な
い
か
と
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

∽
愛
媛
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー

『愛
比
売
―
平
成

一
二

（一
一〇
〇
〇

年
）
年
度
年
報
―
』
０
一〇
〇
一
年
）

（山
下
太
志
）




